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尾器の確認により行なった．なお，同定の結果，採
集した雄個体がすべて本種であったため，同時に採
集された雌個体も本種と同定した．標本は内田・山
崎がそれぞれ保管している． 

1 ♂，千葉市緑区平山町，1. IX. 2018，山崎採集，
保管；1 ♂ 1 ♀，君津市川谷，2. XI. 2019，内田採集，
保管．（図 1）；1 ♂ 2 ♀♀，君津市怒田，24. II. 2020，
内田採集，保管．

平山町では，ヨシ Phragmites australis が池全体に
繁茂する雨水を貯水するための降雨貯水池である．
池内の水深の浅い部分の植物の根際において，タモ
網による掬い取りで本種を採集した．本種のほかに，
同所的にヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis （Macleay, 
1825）， ヒ メ ガ ム シ Sternolophus rufipes （Fabricius, 
1792）， コ ガ シ ラ ミ ズ ム シ Peltodytes intermedius 

（Sharp, 1873） 等がみられた．
川谷では，スゲ属 Carex やセリ Oenanthe javanica

等が優占する水深の浅い湧水由来の湿地である．湿
地内を踏査している最中に水中を泳ぐ本種を目視で
確認し，タモ網による掬い取りで本種を採集した．
本種のほかに，同所的にヒメゲンゴロウ，マメゲ
ンゴロウ Agabus japonicus Sharp, 187，オオコオイム

シ Appasus major 
（Esaki, 1934） 等が
みられた．

怒 田 で は， ヨ
シ や ガ マ Typha 
latifolia， ス ゲ 属
等が湿地全体に
広く繁茂する水
深の浅い湧水由
来の湿地である．
植物の根際をタ
モ網で掬い取っ
たところ，本種が
得 ら れ た． 本 種
のほかに，同所的
にクロズマメゲ
ン ゴ ロ ウ Agabus 
conspicuous Sharp, 
1873， マ メ ゲ ン
ゴ ロ ウ， ヒ メ ゲ

ンゴロウ，ゴマフガムシ Berosus punctipennis Harold, 
1878，オオコオイムシ等がみられた．

全ての水域において，採集個体以外にも多数のク
ナシリシジミガムシが確認された．

末筆ではあるが，古旗崚一氏には本種の採集にご
協力いただいた．この場をお借りして厚く御礼申し
上げる．
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【短報】四国でサツマイモヒサゴトビハムシ採集
サツマイモヒサゴトビハムシ Chaetocnema confinis 

Crotch, 1873 はサツマイモの害虫で （日本応用動物
昆虫学会，2006），その生態と防除は林川・嶽崎
ら （2013），林川ら （2014） で報告されている．ま
た，ヨウサイの食害も報告されている （今坂・石関，
2012；東京都病害虫防除所，2012）．

本種の国内記録は田中ら （1990） で，種子島から
テンサイトビハムシChaetocnema concinna （Marsham, 
1802） として報告されたのが最初である．その後，
Takizawa & Kusigemati （1996） で，種子島と沖永良
部島の標本が Chaetocnema sp. と報告され，Takizawa 

（1998） で沖永良部島と徳之島の標本が Chaetocnema 
confinis Crotch, 1873 と報告された後，和名としてサ
ツマイモヒサゴトビハムシが提唱された （南，2018）．

これら 3 島のほか，父島，宮崎県南那珂地域，鹿
児島県知覧町 （現 南九州市），喜界島，請島，与路島，
与論島，沖縄島，伊平屋島，野甫島，伊是名島，伊
江島，古宇利島，水納島，伊計島，宮城島，浜比嘉島，
藪地島，津堅島，久高島，座間味島，粟国島，渡名喜島，
久米島，南大東島，宮古島，大神島，来間島，多良間島，

図 1．千葉県産クナシ
リシジミガムシ
の雄個体 （A） お
よ び 雄 交 尾 器 

（B）， 中 央 片 側
面 （C）．
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石垣島，竹富島，小浜島，波照間島，西表島，与
那国島から報告されている （今坂・石関，2012；今
坂・祝，2007；小濱，2010；小濱・安藤，2018；宮
崎県病害虫防除・肥料検査センター，2012；東京都
病害虫防除所，2012；重藤，2019，2020；Shigetoh，
2020；重藤・吉武，2018a，b，2020）．

筆者は本種を四国の高知県で採集したので報告す
る．

43 ♀♀，23. X. 2001 （図 1，2） および 25 ♀♀，7. 
X. 2012，高知県土佐清水市足摺岬；14 ♀♀，9. XII. 
2003，土佐清水市足摺岬～堂ヶ森．いずれも宮内採
集，保管．

サツマイモ畑で採集した．同定は今坂・石関（2012）
で，近似種との区別点として述べられている頭部の
形状 （図 2） 等を用いて行った．また，Takizawa & 
Kusigemati （1996） と今坂・石関 （2012） は，本種の
単為生殖について述べているが，採集した個体を調
べたところ，全て雌であった．

本種と同様にサツマイモの害虫で，南西諸島，九
州から本州の関東地方，伊豆諸島まで分布を拡大し
ているヨツモンカメノコハムシ Laccoptera nepalensis 
Boheman, 1855 は，四国初確認は 2011 年の高知県で

（重藤ら，2020），本種より 10 年後である．
本報告にあたり，

本種の分布・文献や
本報文への助言，図
の修正で，今坂正一
氏，重藤裕彬氏，末
長晴輝氏，南雅之氏
にお世話になった．
厚く御礼申し上げる．
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図 2．サツマイモ
ヒサゴトビ
ハムシ頭部．

図 1．サツマイモヒサゴトビハム
シ背面．


